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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電極を含むように構成された着衣と、
　前記着衣の少なくとも一部分に含まれる導電スレッドと、
　前記導電スレッドに連結され、前記電極の導電面と前記導電スレッドとの間の電気的な
接続を識別するように構成された制御装置と、
　前記電気的な接続に基づいて前記着衣内の電極の位置決めの情報を示すように構成され
た警告モジュールとを備える、着用可能治療装置。
【請求項２】
　前記着衣は、前記電極を収納するように構成されたポケットを含み、前記ポケットは、
第１の側面および第２の側面を有し、
　前記導電スレッドは、前記ポケットの前記第１の側面および前記第２の側面の１つに一
体化される、請求項１に記載の着用可能治療装置。
【請求項３】
　前記警告モジュールは、前記電極の不適切な位置決めを示し、前記着衣は、前記電極を
収納するように構成されたポケットを含み、前記ポケットは、導電メッシュを含む第１の
側面と、導電面スレッドを含む第２の側面とを有する、請求項１に記載の着用可能治療装
置。
【請求項４】
　前記着衣内に含まれる導電要素をさらに備え、
　前記制御装置は、前記導電スレッドと、前記電極の前記導電面と、前記導電要素とを含
む電流経路を検知するようにさらに構成されている、請求項３に記載の着用可能治療装置
。
【請求項５】
　前記警告モジュールは、前記着用可能治療装置を着用している患者および看護業者のう
ちの少なくとも１人に前記電極が不適切に位置決められていることを通知するよう構成さ
れている、請求項４に記載の着用可能治療装置。
【請求項６】
　前記電極が不適切に位置決められているという表示を示すように構成されたモニタをさ
らに備える、請求項４に記載の着用可能治療装置。
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【請求項７】
　前記警告モジュールは、前記着用可能治療装置を着用している患者および看護業者の少
なくとも１人に前記電極が不適切に位置決められていることを通知するよう構成されてい
る、請求項１に記載の着用可能治療装置。
【請求項８】
　前記電極が不適切に位置決められているという表示を示すように構成されたモニタをさ
らに備える、請求項１に記載の着用可能治療装置。
【請求項９】
　前記着衣は、前記電極を収納するように構成されたポケットを含み、前記ポケットは、
患者に近い第１の側面と、前記患者から遠位の第２の側面とを有し、前記導電スレッドは
、前記ポケットの前記第２の側面に配置されている、請求項１に記載の着用可能治療装置
。
【請求項１０】
　前記着衣に含まれる導電要素と、
　前記導電スレッドを前記導電要素に連結するように構成されたコネクタとをさらに備え
る、請求項１に記載の着用可能治療装置。
【請求項１１】
　前記着衣は、ベルトを含み、前記着用可能治療装置は、
　前記ベルトに含まれる導電要素と、
　前記導電スレッドを前記導電要素と連結するように構成され、前記電極の前記導電面と
前記導電要素との間の電気的な接続を形成するコネクタとをさらに備える、請求項１に記
載の着用可能治療装置。
【請求項１２】
　前記コネクタは、留め金を含む、請求項１１に記載の着用可能治療装置。
【請求項１３】
　前記導電スレッドは、前記着衣内に縫合パターンを形成する、請求項１に記載の着用可
能治療装置。
【請求項１４】
　前記導電スレッドは、少なくとも２つの実質的に平行な縫合された配線を含む縫合パタ
ーンを形成する、請求項１に記載の着用可能治療装置。
【請求項１５】
　前記導電スレッドは、四角形の形状と、多角形の形状と、矩形の形状と、円形の形状と
、楕円形の形状と、丸みのある形状と、三角形の形状との少なくとも１つを含むパターン
を形成する、請求項１に記載の着用可能治療装置。
【請求項１６】
　前記導電スレッドは、前記電極と電気的に接続する部分を形成する、請求項１に記載の
着用可能治療装置。
【請求項１７】
　前記電極の前記導電面は、絶縁された隙間によって第１の部分と第２の部分とに別個に
される、請求項１に記載の着用可能治療装置。
【請求項１８】
　電極および導電スレッドを含む着用可能治療装置を提供することと、
　前記電極の導電面と前記導電スレッドとの間の電気的な接続を識別することと、
　前記電気的な接続に基づいて前記電極の位置決めの情報を示す通知を提供することとを
備える、患者のケアを容易にする方法。
【請求項１９】
　前記着用可能治療装置は、着衣を含み、
　前記方法は、前記着衣内のポケットで、および前記導電スレッドの近くで電極を取り外
し可能に収納することをさらに備える、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
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　前記電極は、前記電極の導電面が患者の反対側に面している状態で前記電極が位置決め
られていることを判断することをさらに備える、請求項１８に記載の方法。
【請求項２１】
　前記電極の導電面および前記導電スレッドを含む閉回路を検知することと、
　前記電極が不適切に位置決められていることを判断することとを備える、請求項２０に
記載の方法。
【請求項２２】
　前記着用可能治療装置は、導電要素を有する着衣を含み、
　前記方法は、前記導電スレッドと、前記電極の前記導電面と、前記導電要素との間の電
流経路を検知することをさらに備える、請求項１８に記載の方法。
【請求項２３】
　前記導電スレッドを前記導電要素と電気的に連結することをさらに備える、請求項２２
に記載の方法。
【請求項２４】
　前記導電スレッドを前記導電要素に連結し、前記電極の前記導電面と前記導電要素との
間の電気的な接続を形成することをさらに備える、請求項２２に記載の方法。
【請求項２５】
　前記電極の前記導電面は、絶縁された隙間によって電気的に別個にされる第１の部分と
第２の部分と含み、前記電気的な接続を識別する動作は、
　前記第１の部分および前記第２の部分とが電気的に接続されていることを検知する動作
と、
　前記第１の部分および前記第２の部分との間の電気的な接続と、前記導電スレッドによ
って形成される前記隙間とを識別する動作とを含む、請求項１８に記載の方法。
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